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●
は
じ
め
に
―
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
開
始
と

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
―

一
九
九
〇
年
、
タ
イ
の
ジ
ョ
ム
テ
ィ

エ
ン
に
お
い
て
開
か
れ
た
世
界
教
育

会
議
で
の
「
万
人
の
た
め
の
教
育
に

つ
い
て
の
世
界
宣
言
」
の
採
択
に
よ
っ

て
、「
万
人
の
た
め
の
教
育（Education 

For A
ll

：
Ｅ
Ｆ
Ａ
）」
の
国
際
的
教
育

普
及
の
運
動
が
正
式
に
発
足
し
た
。
現

在
の
国
際
教
育
協
力
の
基
本
枠
組
は
、

こ
の
運
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
そ
れ
を
再
確
認
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で

は
Ｅ
Ｆ
Ａ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
か
ら
、
そ
の

背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
う
え
で
、

統
計
に
沿
っ
て
そ
の
目
標
の
到
達
状
況

を
み
て
い
き
、
最
後
に
こ
の
運
動
へ
の

示
唆
を
考
え
て
み
た
い
。

一
九
八
〇
年
代
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

は
、
ア
フ
リ
カ
と
な
ら
ん
で
深
刻
な
経

済
危
機
に
陥
っ
た
。国
際
通
貨
基
金（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
や
世
銀
の
構
造
調
整
は
新
自
由

主
義
な
も
の
で
あ
り
、
政
府
財
政
の
極

端
な
切
り
詰
め
を
も
た
ら
し
た
。
生
活

の
窮
乏
に
直
面
し
た
都
市
住
民
は
、
一

九
八
二
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）、

一
九
八
九
年
ロ
サ
リ
オ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
）、
カ
ラ
カ
ス
（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）
で

暴
動
に
訴
え
た
。
構
造
調
整
に
よ
っ
て

短
期
的
に
適
切
な
均
衡
（
種
々
の
問
題

の
解
決
）
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
原
理
主
義
的
な
新
自
由
主
義
な
見

通
し
が
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
は
間
も

な
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
や

Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
に
よ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

の
債
務
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
ま
と

め
た
と
さ
れ
る
一
九
八
九
年
の
「
ワ
シ

ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
は
、
通
常
、

新
自
由
主
義
的
政
策
の
セ
ッ
ト
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
す
で
に
、

公
的
投
資
に
お
け
る
優
先
順
位
が
語
ら

れ
、
社
会
的
に
不
利
な
人
々
に
対
す
る

教
育
や
健
康
の
重
要
性
が
人
的
投
資
と

い
う
論
理
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
世
銀
な
ど
の
国
際
機
関

や
先
進
国
政
府
が
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
国
際
的

運
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
、

新
自
由
主
義
が
維
持
さ
れ
る
に
し
て
も

原
理
主
義
的
な
そ
れ
か
ら
の
修
正
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
方
を
換

え
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
社
会
に
お
い
て
、
教
育
は
国
際
的
秩

序
維
持
の
た
め
に
重
要
な
位
置
を
占
め

る
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教

育
普
及
の
国
際
的
な
運
動
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
資
金
の
問
題
が
決
定
的
で

あ
り
、
国
際
金
融
機
関
の
そ
う
し
た
方

向
転
換
は
重
要
で
あ
っ
た
。

●
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る「
行

動
の
基
本
枠
組
み
（
二
〇
〇
〇

年
）」
の
目
標
達
成
状
況

二
〇
〇
〇
年
に
は
セ
ネ
ガ
ル
、ダ
カ
ー

ル
に
お
い
て
世
界
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
か
れ
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
運
動
の
継
続
が
合

意
さ
れ
た
が
、
実
際
に
成
果
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
（
あ
る

い
は
参
加
者
に
対
す
る
強
い
要
請
）
が

前
面
に
出
さ
れ
、
財
政
的
支
援
の
重
要

性
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
た
。
一
九
九
〇

年
の
「
行
動
の
基
本
枠
組
み
」
の
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
が
「
宣
言
を
実
行
す
る
た
め

の
指
針
」
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

二
〇
〇
〇
年
の
そ
れ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

が
「
我
々
の
集
団
的
約
束
を
果
た
す
た

め
に
」
と
さ
れ
た
の
は
、こ
の
決
意
（
要

請
）
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
行
動
の
基
本
枠
組
で

は
、
Ａ
：
幼
児
期
ケ
ア
・
教
育
、
Ｂ
：

初
等
教
育
、
Ｃ
：
青
年
・
成
人
教
育
、
Ｄ
：

成
人
識
字
教
育
、
Ｅ
：
教
育
に
お
け
る

男
女
平
等
、
Ｆ
：
教
育
の
質
、
に
関
わ

る
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
以
下
で
、
そ

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
達
成
状

況
を
、
ユ
ネ
ス
コ
の
モ
ニ
タ
ー
レ
ポ
ー

ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
最
新
の
統
計

デ
ー
タ
⑴
を
も
と
に
、
簡
単
に
み
て
い

こ
う
（
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
か
ら
、
Ａ
と

Ｄ
を
省
き
、
さ
ら
に
、
国
別
の
デ
ー
タ

お
よ
び
表
の
掲
載
は
、
Ｂ
に
つ
い
て
の

み
と
す
る
）。

Ｂ
は
「
二
〇
一
五
年
ま
で
に
す
べ
て

の
子
ど
も
が
良
質
の
無
料
義
務
初
等
教

育
に
ア
ク
セ
ス
し
修
了
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
」
と
し
て
、
期
限
を
持
っ
て

国際教育開発協力のこれまで・これから

特  集

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｅ
Ｆ
Ａ

の
背
景
と
達
成
状
況

【
地
域
編
：
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
】

米
村 

明
夫
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量
的
な
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ

の
数
値
目
標
の
眼
目
は
「
初
等
教
育
修

了
」
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
状
況

の
直
接
的
把
握
を
可
能
と
す
る
統
計

デ
ー
タ
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
本
来
あ

る
べ
き
指
標
は
、「
あ
る
人
口
コ
ホ
ー

ト
⑵
の
初
等
教
育
修
了
率
」
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
、
⒜
そ
の
コ
ホ
ー
ト
が
第
一
学

年
に
入
学
す
る
確
率
、
⒝
第
一
学
年
入

学
者
が
、
最
終
学
年
ま
で
残
存
す
る
確

率
、
⒞
こ
の
残
存
者
が
さ
ら
に
卒
業
す

る
確
率
、
の
三
つ
の
要
素
の
掛
け
算
と

し
て
得
ら
れ
る
。
し
か
し
、
⒞
に
つ
い

て
は
多
く
の
国
に
つ
い
て
得
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
こ
で
は
、
⒜
に
代
替
す
る
も

の
と
し
て
、「
初
等
調
整
済
み
純
就
学

率
」
⑶（
こ
れ
を
’⒜

と
す
る
）
を
用
い

て
、
’⒜

×
⒝
を
「
あ
る
人
口
コ
ホ
ー

ト
の
最
終
学
年
ま
で
残
存
す
る
確
率
」

と
し
て
計
算
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
だ

い
た
い
の
傾
向
を
み
よ
う
（
表
１
）。

二
〇
一
一
年
に
九
〇
％
以
上
に
あ
る

目
標
達
成
に
近
い
国
々
を
挙
げ
る
と
、

チ
リ
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
メ

キ
シ
コ
、
パ
ナ
マ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
、
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
は
、
デ
ー
タ
に
欠
け
る
が
、
⒝

に
つ
い
て
高
い
値
を
持
ち
、
こ
の
目
標

達
成
に
近
い
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
七
〇
％
以
下
は
、
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ガ
イ

表１　ある人口コホートの最終学年まで残存する確率

人口 初等教
育年数

義務教
育年齢 (a)' 初等調整済み純就学率

(b) 第 1 学年入学者
が、最終学年まで残
存する確率

(a)' × (b) ある人口コホートの
最終学年まで残存する確率

2013 2011 1999 2011 1999 2010 1999 2011

(000) （%） ジェンダー平等指数※ （%）
ジェンダー
平等指数※ （%） （%） （%） ジェンダー平等指数※ （%）

ジェンダー
平等指数※

世界 84 0.93 91 0.98 74 75 62 0.93 68 1.00 
移行諸国 92 1.00 95 1.00 96 97 88 1.01 92 1.02 
先進諸国 98 1.00 98 1.00 93 94 91 1.01 92 0.96 
発展途上諸国 82 0.92 90 0.98 71 73 58 0.91 66 1.00 
アラブ諸国 79 0.90 89 0.95 79 87 62 0.88 77 0.94 
中央・東ヨーロッパ 93 0.98 96 1.00 96 98 89 0.99 94 1.02 
中央アジア 94 0.99 95 0.99 97 98 91 0.98 93 0.99 
東アジア・太平洋 95 0.99 97 1.00 84 89 80 0.99 86 1.01 
　東アジア 95 0.99 97 1.00 84 89 80 0.99 87 1.01 
　太平洋 90 0.98 87 0.97 67 ... 60 0.97 ... ...
ラテンアメリカ・カリブ 94 0.99 95 1.01 77 84 72 1.05 80 1.06 
　カリブ 73 1.00 70 1.00 44 43 32 1.05 30 1.05 
　ラテンアメリカ・カリブ 95 0.98 96 1.01 78 86 74 1.05 82 1.06 
北アメリカ・西ヨーロッパ 98 1.00 98 1.00 92 94 91 1.02 92 0.95 
南・西アジア 77 0.83 93 0.97  62 64 48 0.80 60 1.03 
サブ・サハラ・アフリカ 59 0.87 78 0.95 58 56 34 0.83 44 0.94 

ラテンアメリカ・カリブ
アルゼンチン 41,474 6 5-18 99 0.99 ... ... 89 95 88 1.05 ... ...
バハマ 355 6 5-16 91 0.98 98 ... ... 89 ... ... 88 ...
バルバドス 275 6 5-16 95 1.05 ... ... 91 ... 87 1.04 ... ...
ベリーズ 331 6 5-14 92 0.94 97 ... 74 91 68 0.93 89 ...
ボリビア 10,410 6 5-16 96 1.00 91 1.00 80 85 77 0.94 78 1.00 
ブラジル 200,050 4 7-14 92 ... ... ... 80 ... 74 ... ... ...
チリ 17,574 6 6-21 ... ... 93 1.00 98 98 ... ... 91 0.99 
コロンビア 48,165 5 5-15 96 1.01 90 1.00 67 87 64 1.10 79 0.99 
コスタリカ 4,860 6 5-15 ... ... ... ... 89 91 ... ... ... ...
キューバ 11,244 6 6-16 99 0.99 98 1.00 95 95 93 1.02 93 1.02 
ドミニカ 68 7 5-16 98 ... 98 ... 79 91 78 ... 89 ...
ドミニカ共和国 10,309 6 5-14 84 1.01 92 0.98 71 75 59 1.15 69 ...
エクアドル 15,061 6 5-15 99 1.01 99 ... 75 92 74 1.02 91 ...
エルサルバドル 6,303 6 7-15 86 1.01 96 1.00 62 84 54 1.00 81 1.05 
グレナダ 106 7 5-16 83 0.92 97 1.04 ... ... ... ... ... ...
グアテマラ 15,528 6 6-15 84 0.91 98 0.99 52 68 43 0.99 67 0.99 
ガイアナ 759 6 6-15 ... ... 83 1.04 65 83 ... ... 69 1.00 
ハイチ 10,388 6 6-11 ... ... ... ... ... ... ... ... ... ...
ホンジュラス 8,072 6 6-15 89 1.01 97 1.02 ... 75 ... ... 73 1.11 
ジャマイカ 2,771 6 6-12 93 1.00 82 0.98 85 95 79 ... 78 1.00 
メキシコ 117,478 6 4-16 100 1.01 99 1.01 87 95 87 1.03 95 1.03 
ニカラグア 6,042 6 5-12 81 1.02 94 1.01 46 ... 37 1.23 ... ...
パナマ 3,678 6 4-15 96 1.00 98 1.00 90 94 87 1.00 92 1.04 
パラグアイ 6,798 6 6-15 97 1.00 84 0.99 73 83 71 1.07 70 1.02 
ペルー 30,075 6 5-17 100 ... 97 1.00 83 82 83 ... 79 0.98 
セイント・ルシア 180 7 5-15 93 0.97 88 1.00 ... 92 ... ... 81 1.05 
スリナム 539 6 7-12 91 1.03 93 1.01 ... 90 ... ... 84 1.23 
トリニダード・トバゴ 1,355 7 6-12 92 1.01 97 0.99 89 89 82 ... 87 1.05 
ウルグアイ 3,403 6 4-18 ... ... 100 ... 87 95 ... ... 95 ...
ベネズエラ 30,341 6 5-14 87 1.01 95 1.00 88 95 76 1.11 90 1.07

（注）※注⑷参照。
（出所）UNESCOのウェブサイト付属統計（注⑴参照）の Table 1、Table 4、Table 5、Table 7 およびそれらに基づく筆者による計算。
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ア
ナ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
間
に
位
置
す
る
の
は
、
バ
ハ

マ
、
ベ
リ
ー
ズ
、
ボ
リ
ビ
ア
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
ド
ミ
ニ
カ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ペ

ル
ー
、
セ
イ
ン
ト
・
ル
シ
ア
、
ス
リ
ナ

ム
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
国
は
、
デ
ー
タ
が
な
い
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
二
〇
一
一
年
の
デ
ー

タ
が
無
く
、
一
九
九
九
年
に
三
七
％
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
、
両
年
と
も
デ
ー
タ

が
無
い
グ
レ
ナ
ダ
、
ハ
イ
チ
の
初
等
教

育
修
了
水
準
も
か
な
り
低
い
と
思
わ
れ

る
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
、
両
年
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
に
欠
け
る
が
、
⒝
の
値
か
ら
、

中
間
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

Ｃ
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
タ
イ
プ
の

教
育
の
全
般
的
な
改
善
を
目
標
と
し
て

い
る
が
、
数
量
的
な
目
標
の
設
定
は
な

い
。
ユ
ネ
ス
コ
の
統
計
で
は
、
中
等
教

育
の
就
学
状
況
に
関
わ
る
も
の
し
か
示

さ
れ
て
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
国
が
、
前
期
中
等
教
育
を
義
務
化

し
て
い
る
（
表
１
を
参
照
）
こ
と
を
考

慮
し
て
、
前
期
中
等
教
育
の
粗
就
学
率

に
注
目
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
は
、
一
九
九
九

年
九
五
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
一
・
〇
三
⑷
﹈（
世

界
七
二
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
〇
・
九
一
﹈）、
二

〇
一
一
年
一
〇
二
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
一
・
〇

三
﹈（
世
界
八
二
％﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
〇
・
九
七
﹈）

で
あ
り
、
良
好
な
状
態
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
、
義
務
教
育
と
い
う
意
味
で

全
員
が
前
期
中
等
教
育
に
進
学
し
、
そ

れ
を
修
了
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か

ら
関
連
す
る
統
計
を
み
よ
う
。
ま
ず
、

初
等
教
育
修
了
者
の
中
等
教
育
へ
の
進

学
率
は
、
一
九
九
九
年
八
九
％
﹇
Ｇ
Ｐ

Ｉ
〇
・
九
七
﹈（
世
界
九
一
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
、

デ
ー
タ
無
し
﹈）、
二
〇
一
一
年
九
四
％

﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
〇
・
九
八
﹈（
世
界
九
五
％
﹇
Ｇ

Ｐ
Ｉ
一
・
〇
三
﹈）
と
な
っ
て
い
る
⑸
。

ま
た
、
途
中
退
学
に
つ
な
が
り
や
す
い

留
年
に
注
目
し
よ
う
。
留
年
者
の
多

さ
は
、粗
就
学
率（「
就
学
者
数
」÷「
就

学
年
齢
人
口
」
×
一
〇
〇
％
）
と
純
就

学
率（「
就
学
年
齢
の
就
学
者
数
」÷「
就

学
年
齢
人
口
」
×
一
〇
〇
％
）
の
差
に

反
映
さ
れ
る
が
、
前
期
中
等
教
育
の
純

就
学
率
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
、
全
中
等

教
育
に
つ
い
て
粗
就
学
率
と
純
就
学
率

を
み
る
と
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ

ブ
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九
九
年
八

〇
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
一
・
〇
七
﹈
と
六
四
％

﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
一
・
〇
五
﹈（
世
界
五
九
％
﹇
Ｇ

Ｐ
Ｉ
〇
・
九
一
﹈
と
五
二
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ

〇
・
九
二
﹈）、二
〇
一
一
年
九
〇
％
﹇
Ｇ

Ｐ
Ｉ
一
・
〇
七
﹈
と
七
六
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ

一
・
〇
六
﹈（
世
界
七
一
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ

〇
・
九
七
﹈
と
六
三
％
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
〇
・

九
五
﹈）、
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
で
は
、
粗
就
学

率
と
純
就
学
率
の
乖
離
が
か
な
り
あ
り
、

か
な
り
留
年
が
生
じ
て
い
る
と
推
察
で

き
る
。
こ
の
こ
と
を
、
先
に
み
た
初
等

教
育
修
了
者
の
進
学
率
お
よ
び
Ｂ
で
検

討
し
た
初
等
教
育
の
修
了
率
と
合
わ
せ

て
考
慮
す
る
と
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
ブ
地
域
に
お
け
る
、
前
期
中
等
教

育
を
含
め
た
義
務
教
育
あ
る
い
は
基
礎

教
育
⑹
の
完
全
修
了
は
、
ま
だ
ほ
ど
遠

い
状
態
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

Ｅ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
の
公
正
に
関
し

て
、
表
１
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指
数
や

こ
れ
ま
で
の
記
述
に
お
い
て
、
添
え
て

お
い
た
﹇
Ｇ
Ｐ
Ｉ
﹈
を
み
る
と
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
で
は
、
初

等
教
育
修
了
者
の
中
等
教
育
へ
の
進
学

率
の
場
合
を
除
き
一
よ
り
も
大
き
い
。

概
し
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ

地
域
の
基
礎
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
間
の
公
正
は
、
良
好
な
状
態
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。

Ｆ
の
教
育
の
質
を
、「
生
徒
数
に
対

す
る
教
員
数
」
の
比
で
み
る
と
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
で
は
、
一

九
九
九
年
と
二
〇
一
一
年
で
そ
れ
ぞ
れ
、

初
等
前
教
育
は
二
一
人
と
一
八
人
（
世

界
二
一
人
と
二
一
人
）、
初
等
教
育
は

二
六
人
と
二
一
人
（
世
界
二
六
人
と
二

四
人
）、
中
等
教
育
は
一
七
人
と
一
六

人
（
世
界
一
八
人
と
一
七
人
）
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、「
生
徒
数
と
教
員
数
の
比
」

と
い
う
指
標
だ
け
で
は
、
例
え
ば
、
教

員
の
質
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
急
速

な
教
育
普
及
の
必
要
か
ら
粗
製
濫
造
的

に
教
員
養
成
が
行
わ
れ
た
結
果
な
ど
に

よ
る
、
教
育
の
質
の
低
下
の
問
題
を
捉

え
ら
れ
な
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ

く
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
（
注
⑴
参
照
）
は
、
最
低
限
の
読
解

力
を
持
つ
者
の
割
合
に
つ
い
て
、
近
年

の
国
際
学
力
テ
ス
ト
等
の
結
果
を
利
用

し
な
が
ら
、
興
味
深
い
試
算
結
果
を
示

し
て
い
る
。
図
１
が
そ
れ
で
あ
る
。
初

等
教
育
学
齢
児
童
数
と
一
〇
〇
％
と
し
、

⑴
初
等
学
校
第
四
学
年
以
上
を
修
了
し
、

最
低
限
の
読
解
力
を
持
つ
者
、
⑵
初
等

学
校
第
四
学
年
以
上
を
修
了
す
る
が
、

最
低
限
の
読
解
力
を
持
た
な
い
者
、
⑶

初
等
学
校
第
四
学
年
以
上
を
修
了
し
な

い
者
、
の
三
つ
の
場
合
に
つ
い
て
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
み
る
と
、
ア
ラ
ブ
諸
国
地
域
、

サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
地
域
、
南
・

西
ア
ジ
ア
地
域
で
の
⑵
の
値
が
二
〇
％

以
上
か
ら
四
〇
％
近
く
と
い
う
「
危
機

的
な
水
準
」
と
比
較
す
れ
ば
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
地
域
教
育
の
質
は

よ
り
良
好
で
あ
り
、中
央
・
東
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
地
域
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
、
東
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
と
だ
い
た
い
同
じ
水

準
に
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

●
お
わ
り
に

一
九
九
二
年
に
ユ
ネ
ス
コ
・
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
事
務
所
と
国
連
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
ブ
経
済
委
員
会
に
よ
る「
教

育
と
知
識
：
生
産
パ

タ
ー
ン
を
公
正
を
と
も

な
っ
た
も
の
へ
変
更
す

る
た
め
の
基
本
的
軸
」

と
題
す
る
報
告
の
公
刊

が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

新
自
由
主
義
が
浸
透
し

激
化
す
る
国
際
競
争
を

前
提
に
、
そ
の
な
か
で
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国

が
ど
の
よ
う
に
対
応
す

べ
き
か
、
教
育
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ

き
か
を
説
く
も
の
で
あ

る
。
一
九
九
四
年
に
米

州
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ

た
。
教
育
を
重
要
テ
ー

マ
と
し
て
含
み
、
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
非
識
字

を
な
く
し
、
欠
席
を
減

ら
し
、
教
育
の
質
を
高

め
、
良
質
の
基
礎
教
育

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
普
遍

化
し
、
中
等
教
育
の
就
学
率
が
少
な
く

と
も
七
五
％
に
達
す
る
よ
う
に
す
る
こ

と
等
、
多
く
の
目
標
項
目
を
掲
げ
た
。

こ
こ
に
も
国
際
的
経
済
競
争
の
要
に
教

育
を
お
く
問
題
意
識
が
通
低
し
て
い
る
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
、
発
展
途
上
地

域
の
な
か
で
は
、
社
会
経
済
的
発
展
の

進
ん
で
い
る
地
域
で
あ
り
、
こ
う
し
た

教
育
に
対
す
る
経
済
的
な
視
点
が
リ
ア

リ
テ
ィ
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
や
す

い
環
境
が
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
初
等

教
育
修
了
に
関
わ
っ
て
、
そ
の
地
域
内

の
い
く
つ
か
の
国
で
よ
う
や
く
Ｅ
Ｆ
Ａ

の
目
標
達
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
が
、

多
く
の
国
で
、
そ
の
達
成
に
は
な
お
長

年
の
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
現
状

を
み
て
き
た
。
発
展
途
上
国
の
教
育
発

展
過
程
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
が
掲
げ
る

人
権
と
し
て
の
教
育
の
理
念
は
、
基
礎

教
育
を
も
人
的
投
資
対
象
と
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
と
自
動
的
に
調
和
し
て
現
実
化

す
る
も
の
で
は
な
い
。
各
国
政
府
の
意

識
的
努
力
や
そ
れ
を
促
す
人
々
の
下
か

ら
の
運
動
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
の
現
状
は
、
こ
の
こ
と
を

語
っ
て
い
る
。

（
よ
ね
む
ら　

あ
き
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー

プ
）
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こ
の
文
献
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、http://w

w
w
.

unesco.org/new
/en/education/

them
es/leading-the-inter

national-agenda/efareport/
reports/2013/ 

よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
と
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
な
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
付
属
統
計
は
、
別
に
、

http://w
w
w
.unesco.org/new

/
en/education/them

es/leading-
the-international-agenda/
efareport/statistics/statistical-
tables/

よ
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。
本
稿
は
、
ペ
ー
ジ
数
を
記
載

し
た
も
の
は
、
前
者
、
記
載
が
な
い

も
の
は
、
後
者
に
よ
っ
て
い
る
。

⑵
コ
ホ
ー
ト
と
は
、
あ
る
時
点
で
の
特

定
の
年
齢
を
持
つ
集
団
に
継
時
的
に

注
目
し
よ
う
と
す
る
時
、
そ
の
集
団

を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

⑶
分
子
を
「
初
等
就
学
年
齢
に
あ
る
初

等
就
学
者
と
中
等
就
学
者
」、
分
母

を
「
初
等
就
学
年
齢
者
」
と
し
て
一

〇
〇
を
か
け
た
も
の
。

⑷
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指
数
。
女
性
に
関

す
る
率
に
対
す
る
男
性
に
関
す
る
率

の
比
。
一
は
完
全
に
平
等
な
状
態
を

表
す
。

⑸
進
学
率
デ
ー
タ
は
、
地
域
の
中
位
数
。

⑹
基
礎
教
育
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会

の
市
民
に
必
要
と
さ
れ
る
教
育
。
具

体
的
に
は
、
各
国
の
義
務
教
育
と
し

て
表
現
さ
れ
る
。

図 1　 初等就学人口中の初等学校第 4学年以上修了者および最低限の読解力
保持者の割合
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（出所）UNESCO（注⑴参照）　191 ページ、Figure 4.1。


